
新
年
を
迎
え
、

千
鷲
会
は
「
新
春

の
集
い
」
を
２
月

22

日(

金)

㈱
パ
ー

ト
ナ
ー
ズ
（
旧
エ

ア
ポ
ー
ト
ホ
テ
ル

ア
ネ
ッ
ク
ス
）
に

於
い
て
盛
大
に
開

催
し
た
。

毎
年
こ
の
日
を

心
待
ち
に
遠
方
は

旭
川
、
当
別
、
札

幌
を
は
じ
め
、
近

郊
は
北
広
島
、
恵

庭
か
ら
駆
け
つ
け

た
方
な
ど
会
員
83

名
が
集
っ
た
。

久
し
ぶ
り
に
会
う
同
僚
、

先
輩
・
後
輩
と
健
康
の
話

や
現
役
時
代
の
話
、
武
勇

伝
、
社
会
情
勢
等
い
ろ
い

ろ
な
話
題
で
盛
り
上
が
り

ア
ッ
と
い
う
間
の
楽
し
い

集
い
と
な
っ
た
。
。

終
了
後
、
ま
だ
話
足
り

な
い
会
員
は
、
清
水
町
へ

二
次
会
に
と
繰
り
出
し
て

い
た
。

千
鷲
会
は
3
月
28

日
、

千
歳
市
奨
学
基
金
に
寄
付

を
し
た
。

千
歳
市
奨
学
金
制
度
は

市
内
に
在
住
し
、
能
力
が

あ
り
な
が
ら
経
済
的
な
理

由
で
就
学
が
困
難
な
学
生
、

生
徒
が
等
し
く
教
育
を
受

け
る
機
会
を
確
保
す
る
た

め
交
付
さ
れ
る
も
の
で
、

平
成
21

年
よ
り
毎
年
続
け

て
お
り
今
年
で
４
回
目
、

本
年
の
寄
付
金
を
合
わ
せ

て
16

万
円
の
寄
付
と
な
っ

た
。同

日
、
朝
倉
会
長
と
渥

美
広
報
理
事
が
市
役
所
を

訪
問
し
、
寄
付
金
３
万
円

を
千
歳
市
長
に
手
渡
し
た
。

◆
居
合
道
（
無
双
直
伝
英

信
琉
）
の
発
祥

室
町
幕
府
足
利
時
代
の

末
期
、
約
４
５
０
年
前
１

５
６
３
年
（
天
文
11

年
）

居
合
道
の
始
祖
、
林
崎
甚

助
源
重
信
（
幼
名

民
治

丸
）
は
浅
野
数
馬
・
菅
野

夫
妻
の
男
子
と
し
て
奥
州

（
現
在
の
山
形
県
村
山
市
）

に
生
を
受
け
た
。
彼
が
６

歳
の
時
、
あ
る
兵
法
者
が

父
親
を
斬
殺
、
逃
亡
。
以

来
、
敵
討

ち
の
た
め

必
死
で
剣

の
修
業
に

励
み
、
寝

る
間
も
惜

し
ん
で
工

夫
を
重
ね

た
。
大
願

成
就
を
願
っ

た
民
治
丸

は
林
崎
明

神
に
参
籠
し
た
と
こ
ろ
、

百
日
満
願
の
日
、
夢
う
つ

つ
の
間
に
抜
刀
術
の
妙
技

を
得
た
。
僅
か
14

歳
の
こ

と
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
18

歳
で
元
服
、
林
崎
甚
助
源

重
信
を
名
乗
り
、
さ
ら
に

工
夫
を
重
ね
た
抜
刀
術
を

林
崎
夢
想
流
と
名
付
け
た
。

２
年
後
、
京
の
都
で
敵
を

打
ち
果
た
し
、
無
事
悲
願

を
達
成
す
る
と
と
も
に
武

名
を
上
げ
る
こ
と
に
な
る
。

時
は
流
れ
て
江
戸
時
代
、

始
祖
以
来
の
達
人
と
し
て

聞
こ
え
た
林
崎
夢
想
流
７

代
長
谷
川
主
税
英
信
は
、

古
流
の
技
に
独
創
の
技
を

加
え
、
以
後
こ
の
流
派
を

無
双
英
信
流
と
改
め
た
。

◆
現
代
ま
で
の
居
合
道

居
合
道
は
各
流
派
に
分

か
れ
な
が
ら
も
連
綿
と
続

い
て
き
た
が
、
大
東
亜
戦

争
後
昭
和
20

年
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に

よ
る
「
武
道
禁
止
令
」
が

発
布
さ
れ
、
武
道
と
名
の

付
く
も
の
は
禁
止
さ
れ
た
。

そ
の
間
、
各
種
武
道
と
同

じ
く
衰
微
の
一
途
を
辿
っ

た
が
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
占
領
終
了

後
、
全
国
的
な
組
織
（
全

日
本
居
合
道
連
盟
、
昭
和

29

年
５
月
４
日
）
を
復
活

し
て
現
代
に
至
っ
て
る
。

◆
居
合
道
に
つ
い
て

居
合
道
の
稽
古
は
、
ひ

た
す
ら
型
の
稽
古
で
あ
る
。

動
作
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
に

つ
い
て
剣
理
と
術
理
が
含

ま
れ
て
い
る
の
で
、
刀
を

抜
い
て
か
ら
鞘
に
収
め
る

ま
で
一
時
た
り
と
も
気
は

抜
け
な
い
。
し
か
し
、
動

作
の
流
れ
だ
け
を
見
れ
ば
、

居
合
道
と
は
ひ
た
す
ら
単

純
で
退
屈
な
も
の
で
あ
る
。

◆
居
合
と
は
何
か

初
心
者
で
実
際
に
自
分
の

身
長
に
合
っ
た
刀
を
一
振

り
預
か
っ
て
、
腰
に
帯
を

締
め
て
、
正
座
１
本
の
技

が
刀
を
抜
い
て
鞘
に
収
め

ら
れ
る
か
、
否
か
と
言
っ

た
な
ら
ば
そ
れ
は
絶
対
に

出
来
る
者
は
皆
無
と
言
っ

て
も
良
い
。
し
か
し
、
こ

の
技
１
本
が
出
来
た
時
の

喜
び
と
、
秘
め
た
る
操
作

の
自
得
が
一
層
身
に
付
く

と
、
単
純
で

退
屈
で
あ
っ

た
も
の
が
段
々

と
身
に
付
い

て
来
る
。
普

段
の
練
習
は

１
回
で
も
多

く
や
り
た
く

な
る
の
が
常

で
あ
る
。
自

衛
隊
に
と
っ

て
も
普
段
の

訓
練
は
、
有
事
を
想
定
し

て
訓
練
し
て
い
る
は
ず
で

あ
る
。
そ
れ
と
同
じ
く
、

居
合
道
に
お
い
て
も
何
か

を
斬
る
こ
と
な
く
、
仮
想

敵
と
対
峙
し
勝
つ
こ
と
を

目
的
と
し
て
稽
古
を
お
こ

な
っ
て
い
る
。
決
し
て
強

さ
を
誇
示
す
る
も
の
で
は

な
い
。-

以
下
次
号
に
続
く-

【
今
回
の
投
稿
文
「
居
合

道
」
は
、
今
年
度
の
連
続

も
の
第
１
回
目
と
し
て
掲

載
致
し
ま
す
。
】

千 鷲 会 だ よ り （10号） （１） 平成２５年５月１日

厳
寒
の
訓
練
に
挑
む
隊
員
を
激
励

武

道

「
居

合

道
」
そ
の
一

千
鷲
会

中
野

次
男

毎
年
恒
例
の
千
歳
基
地
操
縦
者
等
冬
季
水
上
保
命
訓
練

が
、
厳
寒
の
２
月
22
日
、
千
歳
市
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
周

辺
の
千
歳
川
お
い
て
実
施
さ
れ
た
。
千
鷲
会
か
ら
朝
倉
会

長
以
下
８
名
が
激
励
に
参
加
し
た
。

当
日
の
気
温
は
氷
点
下
13

度
、
水
温
１
度
と
い
う
中
で

の
隊
員
の
真
剣
な
訓
練
を
見

学
し
、
金
古
基
地
司
令
に
励

の
品
を
手
渡
し
た
。

平成二十五年度 千鷲会「新春の集い」

無双直伝英信流 範士十段
役職 全日居相談役
氏名 中野 次男(ﾅｶﾉ ｶｽﾞｵ)
出身 福井県

（10号）

発行

千鷲会

新会員紹介

会
員
の
真
心

苦
学
生
を
支
援



５
月
雪
も
解
け
、
い
よ

い
よ
本
格
的
な
登
山
の
季

節
を
迎
え
ま
し
た
。
山
登

り
愛
好
会(

森
田
事
務
局
長)

は
ひ
と
足
先
に
１
月
26
日

ビ
ア
・
ワ
ー
ク
ス
千
歳
に

お
い
て
、
「
新
春
の
集
い
」

を
開
催
し
た
。
朝
倉
会
長

他
、
28
名
と
部
隊
か
ら
金

古
基
地
司
令
及
び
田
實
整

補
群
司
令
が
出
席
し
、
始

め
に
事
務
局
か
ら
平
成
24

年
度
の
実
績
報
告
及
び
会

計
報
告
が
あ
り
、
続
い
て

平
成
25
年
度
の
計
画
及
び

会
員
の
健
康
と
安
全
を
祈

願
し
て
盛
会
裏
に
終
了
し

た
。

平
成
24
年
度
は
無
事
故

で
９
山
に
登
頂
、
延
べ
参

加
者
は
１
９
９
名
で
あ
っ

た
。
今
年
度
の
計
画
は
支

笏
湖
幌
平
山
を
は
じ
め
９

山
の
登
山
を
計
画
し
て
い

る
。山

登
り
に
ち
ょ
っ
と
興

味
の
あ
る
方
は
気
軽
に
ど

う
ぞ
、
初
心
者
も
大
歓
迎

で
す
。
多
数
の
参
加
又
は

入
会
希
望
者
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

連
絡
先

事
務
局:

渡
邊
孝
典

携
帯

090-2055-5146

ﾒｰﾙ
nab
ech
an16

jp

＠

yahoo.co.jp

４
月
初
め
か

ら
福
島
市
内

で
の
放
射
線

の
線
量
測
定

調
査
に
隊
友

会
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
と
し

て
、
吉
岡
敏

博
会
員
が
参

加
し
、
現
地

で
活
躍
し
て

い
る
。
毎
日
、
環
境
の
違

う
所
で
多
忙
な
業
務
を
実

施
す
る
傍
ら
、
少
し
で
も

皆
さ
ん
の
お
役
に
立
て
れ

ば
と
頑
張
っ
て
い
る
。

平
成
25
年
度

千
鷲
会
定
期
総
会･

懇
親
会

▽
日

時

６
月
７
日(

金)

総
会

午
後
６
時
20
分
〜

懇
親
会

午
後
７
時

▽
会

場

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
テ
ラ
ス
千
歳

▽
会

費

６
０
０
０
円

(

年
会
費
含
む)

基
地
現
職
隊
員
も
出
席
予
定
、

皆
様
の
多
数
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

基
地
野
球
部
選
手
激
励
会

主
催

同
夢
会

▽
日

時

５
月
28
日(

日)

午
後
７
時

▽
会

場

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
テ
ラ
ス
千
歳

▽
会

費

３
０
０
０
円

千
歳
基
地
航
空
祭

▽
日

時

８
月
４
日(

日)

午
前
８
時
〜
午
後
３
時

▽
場

所

千
歳
基
地

今
年
は
ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル

ス
の
曲
技
飛
行
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

正

会

員

６
７
４
名

賛
助
会
員

団
体

１
６
社

個
人

１
１
名

事
務
局
か
ら

お
知
ら
せ

投
稿
記
事
の
募
集

「
千
鷲
会
だ
よ
り
」
は
会

員
皆
様
方
を
紹
介
い
た
し

ま
す
。
趣
味
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
随
筆
、
エ
ピ
ソ
ー
ド

等
、
何
で
も
結
構
で
す
。

投
稿
先
及
び
問
合
せ
先

塙

(

42)

０
２
９
５

国
井(

28)

４
３
０
２

芦
田(

26)

４
０
５
３

鶴

(

22)

７
６
４
５

千
鷲
会
の
会
員
数

（
４
月
１
日
現
在
）

新
入
会
員

佐
藤

雅
敏

(

司
令
部)

志
田

甚
市

(

会
計
隊)

平
野

博
一

(

特
輸
隊)

高
橋

道
広

(

２
防
隊)

賛
助
会
員

株
式
会
社

カ
ミ
ノ
様

物
故
会
員

木
村

孝
一

(

恵

庭)

今
野

町
子

(

賛

助)

中
村

司

(

恵

庭)

川
崎

昭
壽

(

富

士)

各

紹

介

会
員
の
み
な
さ
ま
、
前
号
に
掲
載

い
た
し
ま
し
た
「
年
金
の
基
礎
知
識
」

は
理
解
さ
れ
た
で
し
ょ
う
か
？

今
回
は
、
そ
の
中
の
「
繰
上
げ
受

給
・
繰
下
げ
受
給
」
に
つ
い
て
お
話

し
い
た
し
ま
す
。

本
来
支
給
を
受
け
る
老
齢
基
礎
年

金
の
65
歳
を
基
準
に
受
給
開
始
年
齢

を
早
め
た
り
遅
く
し
た
り
す
る
こ
と

も
可
能
で
、
60
歳
か
ら
の
繰
り
上
げ

受
給
や
70
歳
ま
で
の
繰
下
げ
受
給
が

選
択
で
き
ま
す
。

受
給
金
額
は
65

歳

を
１
０
０
％
と
し

た
場
合
に
、
繰
上

げ
受
給
を
し
た
場

合
１
カ
月
に
つ
き
0.5
％
、
１
年
間
で

６
％
の
減
額
と
な
り
ま
す
。
し
た
が
っ

て
５
年
間
繰
り
上
げ
る
と
30
％
の
減

額
と
な
り
受
給
金
額
は
本
来
支
給
の

70
％
と
な
り
ま
す
。
反
対
に
繰
下
げ

受
給
を
し
た
場
合
、
１
カ
月
に
つ
き

0.7
％
増
額
さ
れ
年
間
8.4
％
、
５
年
間

繰
下
げ
で
受
給
金
額
は
１
４
２
％
の

受
給
と
な
り
ま
す
。
こ
こ
で
注
意
し

た
い
の
が
繰
上
げ
受
給
の
場
合
に
は
、

減
額
さ
れ
た
年
金
が
一
生
涯
続
き
途

中
で
変
更
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、

障
害
基
礎
年
金
及
び
寡
婦
年
金
は
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
。
遺
族
共
済
年
金
は

選
択
に
な
り
ま
す
。
と
い
っ
た
制
約

が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
国
民
年
金
65
歳
か
ら
満
額

受
給
で
年
間
７
８
万
６
５
０
０
円
で

す
が
、
60
歳
受
給
で
５
５
万
５
５
０

円
、
70
歳
受
給
で
１
１
１
万
６
８
３

０
円
と
な
り
ま
す
。
60
歳
か
ら
受
給

す
れ
ば
５
年
分
余
分
に
受
領
し
、
逆

に
70
歳
か
ら
受
給
す
れ
ば
５
年
分
受

領
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

結
局
、
何
歳
ま
で
生
存
す
る
か
で
総

額
を
一
番
多
く
受
給
で
き
る
か
が
変

わ
っ
て
き
ま
す
。

し
か
し
、
だ
れ
し
も
寿
命
は
わ
か
り

ま
せ
ん
か
ら
、
受
給
総
額
及
び
最
終

的
に
必
要
と
な
る
生
活
費
総
額
の
算

出
は
不
可
能
で
す
。
で
も
無
収
入
の

期
間
が
ど
れ
く
ら
い
に
な
る
か
把
握

は
で
き
ま
す
。
と
も
あ
れ
、
原
則
65

歳
か
ら
申
請
に
よ
り
年
金
受
給
に
な

り
ま
す
が
、
定
年
退
職
後
か
ら
年
金

受
給
開
始
ま
で
の
資
金
計
画
を
し
っ

か
り
立
て
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
の
た
め
に
も
現
在
の
家
計
費
、
貯

蓄
、
健
康
状
態
、
経
済
情
勢
等
を
良

く
考
え
配
偶
者
の
受
給
金
額
も
含
め

将
来
受
給
で
き
る
年
金
額
を
計
算
し

て
み
て
は
如
何
で
し
ょ
う
か
。

今
年
の
安
全
を
祈
願
し
て
団
結

サ
ー
ク
ル
活
動

山
登
り
愛
好
会

年
金
の
基
礎
知
識
に
つ
い
て

キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
（
千
鷲
会
）

芦
田

威

ご

案

内

被災地でボランティア活動

吉岡敏博会員

空
自
が
ド
ラ
マ
に
！

４
月
14
日(

日)

か
ら
日
曜

劇
場
で
航
空
自
衛
隊
を
舞
台

に
し
た
空
飛
ぶ
広
報
室
が
始

ま
り
ま
し
た
。

空
幕
広
報
室
に
勤
務
す
る

元
パ
イ
ロ
ッ
ト
と
Ｔ
Ｖ
美
人

デ
レ
ク
タ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
の

夢
に
挫
折
し
な
が
ら
も
新
た

な
夢
に
立
ち
向
か
っ
て
い
く

姿
が
生
き
生
き
と
描
か
れ
ま

す
。
最
終
回
は
６
月
23
日
予
定

毎
週
日
曜
午
後
９
時
〜
Ｈ
Ｂ
Ｃ

出
演

綾
野
剛
、
新
垣
結
衣
、

柴
田
恭
兵
、
水
野
美
紀
、
他




